
令和 2年度香川大学入学式 学長告辞 

 

 本日、香川大学に入学された 1,305 名の皆さん、誠におめでとうございま

す。皆さんを今日まで支えて来られたご家族や関係者の皆様には心よりお祝

いと感謝を申し上げます。 

香川大学は 1949 年に創立し、昨年 5 月に 70 周年を迎えました。2003 年には

香川医科大学と統合し、目まぐるしく変化を続ける 21 世紀社会で、地域や日

本、そして地球そのものが抱える様々な課題に立ち向かう有為な人材を育成す

る総合大学として新たな歩みを進めています。その一環として、創立 70 周年

を期して香川大学校友会を設立しました。これまでは、6 学部それぞれに同窓

会組織はありましたが、香川大学校友会はすべての学部と研究科の卒業生・修

了生・在学生と大学の教職員が連携して、香川大学を一丸となって支援する組

織です。特に、在学生である皆さんへの支援を手厚くし、皆さんの大学での生

活や活動を支援してまいります。皆さんが在学中は、この校友会の支援をあり

がたいものとして受けていただき、卒業後は正会員として香川大学を支えてい

ただくことになります。 

さて、香川大学では 2 年前の入学式から在学生が提案する様々な企画を取り

入れて入学式の形式をリニューアルしてきており、今年も 6学部の新入生が一

堂に会して思い出に残る入学式を行う予定でした。しかし、ご承知のように新



型コロナウイルスの感染拡大に伴い本日のような変則的な入学式となってし

まいました。学長として皆さん一人ひとりに直接お話できないことを大変残念

に思っております。 

さて、まことに残念な入学式となりましたが、一方で新入生の皆さんは人生

の中でまたとない経験をされているのではないでしょうか。今回の新型コロナ

ウイルス感染が中国の武漢市で発見された後に起こった様々なできごとを、当

初皆さんの多くはどこか他人事の様に感じていたのではないかと思います。そ

の後、感染者を乗せた大型クルーズ船が横浜に寄港し、日本政府が様々な対応

に追われているうちに、我が国を含む周辺諸国での感染者の報告が日を追って

増加し、ついには世界中でお互いの国の往来も難しい状態になりました。マス

クをはじめ様々な物資が不足し、経済活動が停滞してきています。小中高校が

一斉に休校になったことについても賛否両論の意見が出る中、何とか子供たち

が安全に暮らせるようにと地域の人々が知恵を出し合っています。私は今回の

出来事がきっかけになって人々の働き方が大きく変化する予感がしています。

というのも、毎日満員電車で通勤されていた方々が自宅でテレワークをされて

いる姿を報道などで拝見するにつけ、彼らが仕事や家庭のことを今一度見つめ

なおしておられるのではないかと想像するからです。新入生の皆さんはこれか

ら様々な専門領域の学問を学ぶことになりますが、どの専門領域の学問も社会

と切り離して存在するものはありません。したがって、皆さんの周囲や世界中



で今回の新型コロナウイルス感染症を契機に起こっている様々な出来事をよ

く観察し、地球人の一員である皆さんのこれから進む道の糧としてほしいと思

っております。 

インターネット通信網は地球上に住む人々の距離を縮め、お互いの関係性を

国境や人種を越えたグローバルなものに変えつつあります。一方、人工知能（AI）

やロボットが人間のこれまで担ってきた役割の多くを肩代わりする世界が現

実化してきました。AI と共存する社会で人間に求められる役割は何でしょう

か。AI は自ら創造的に問いを立てられないようです。AI を使いこなす側に立

つには、自ら問いを立てる能力を身に付けなければなりません。一方、創造的

な問いを立てるためには、他人の喜びや悲しみ、驚きや苦しみを理解し共感で

きる感性が非常に重要で、この能力は人間ならではのものです。瑞々しい感性

を磨くことはこれまで以上に求められるでしょう。日本は資源の乏しい国です

ので、これからも世界中の人々に愛される国として独自の文化を大切にしなが

ら世界中の人々を幸福にするプロダクトやサービスを創出していかなければ

なりません。香川大学での様々な学びを通して、皆さんの持つ創造力と感性を

益々伸ばしていただき、自ら創造的に問いを立て、AI を使いこなす人材へと育

ってください。 

今回のような世界中に拡大する感染症の経験を人類はたびたび経験してき

ましたが、過去の経験が十分に生かされているとは言えないのは残念ながら事



実のようです。今回のような感染症によるリスクだけでなく、様々な事故や事

件が起こるたび、「想定外の出来事でした」という言い訳を見聞きすることが

しばしばあります。本当に想定外だったのでしょうか？私自身の自戒も込めて

敢えて言いますと、我々人類が歴史から学んでいないからではないでしょうか。

地震のように防ぎようのない自然災害に対してはダメージをできる限り最小

化することが求められます。一方、人間が引き起こす人災に関しては危険を予

見して回避できるものもあります。香川大学では全学共通の教育目標の柱の一

つにリスクマネジメント能力の涵養を掲げています。皆さんが卒業するまでに

様々な学びの機会を通して、リスクマネジメントの大切さやノウハウを学んで

いただきます。 

 最後に、本日から香川大学というコミュニティの一員になった皆さん、所属

していることがうれしい、誇らしい、その様な香川大学というコミュニティを

一緒に創って行きましょう。本日はおめでとうございました。 

 

令和２年４月３日 

香川大学長 筧 善行 


